
しろさと議会だより　№82 2
2025年５月

第１回定例会で決まったこと

議
案
第
１
号

▽
令
和
７
年
専
決
処
分
第
１
号

（
令
和
６
年
度
城
里
町
一
般

会
計
補
正
予
算
第
７
号
）
の

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
追
加
補
正
額

３
，
６
９
３
万
円

主
な
事
業

・
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給

付
金

予
算
総
額

１
１
７
億
９
，
２
６
６
万
２
千
円

議
案
第
３
号

▽
城
里
町
議
会
議
員
選
挙
及
び

城
里
町
長
選
挙
に
お
け
る
選

挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

（
物
価
高
騰
を
踏
ま
え
選
挙

運
動
に
関
す
る
公
営
単
価
を

見
直
す
も
の
）

議
案
第
４
号

▽
城
里
町
職
員
定
数
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
令
和
７
年
４
月
１
日
よ
り
上

下
水
道
課
が
設
置
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
公
営
企
業
職
員

の
定
数
を
改
正
す
る
も
の
）

議
案
第
５
号

▽
城
里
町
一
般
職
の
任
期
付
町

費
教
職
員
の
採
用
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

（
地
域
手
当
を
追
加
す
る
と

と
も
に
、
給
料
表
を
改
正
す

る
も
の
）

議
案
第
６
号

▽
城
里
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

（
民
間
給
与
の
状
況
を
反
映

し
、
月
例
給
及
び
手
当
に
つ

い
て
改
正
す
る
も
の
）

議
案
第
７
号

▽
城
里
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

（
寄
附
金
の
使
い
道
に
「
黒
澤

　

第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
４
日
か
ら
14
日
の
11
日
間
の
会
期
で
開
催
し
、
承
認

１
件
、
条
例
改
正
等
10
件
・
規
約
の
変
更
１
件
・
町
道
路
線
の
変
更
１
件
・
補
正

予
算
６
件
・
当
初
予
算
６
件
・
人
事
関
係
４
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
会
期

中
の
３
月
12
日
、
令
和
７
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
執
行
部

か
ら
「
議
案
の
訂
正
請
求
書
」
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
６
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

発
議
４
件
を
含
む
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
原
案
の
と
お
り
承
認
・
可
決
・

同
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、
請
願
が
１
件
、
報
告
は
18
件
あ
り
ま
し
た
。

第１回
定例会

専
決
処
分

条
例
改
正
等

承
　
認

可
　
決

止
幾
生
家
保
存
活
用
に
関
す

る
事
業
」
を
追
加
す
る
も
の
）

議
案
第
８
号

▽
城
里
町
指
定
介
護
予
防
支
援

事
業
者
の
指
定
に
関
し
必
要

な
事
項
並
び
に
指
定
介
護
予

防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及

び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予

防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防

の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の

方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

（
条
ず
れ
が
生
じ
た
た
め
、
引
用

す
る
条
文
を
改
正
す
る
も
の
）

議
案
第
９
号

▽
城
里
町
非
常
勤
消
防
団
員
に

係
る
退
職
報
奨
金
の
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

（
消
防
団
退
職
報
償
金
の
勤

務
年
数
の
区
分
を
追
加
す
る

も
の
）

議
案
第
10
号

▽
城
里
町
土
砂
等
に
よ
る
土
地

の
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

（
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土

等
規
制
法
と
重
複
し
て
い
る

技
術
基
準
を
削
除
す
る
と
と

も
に
、
許
可
面
積
の
上
限
値

を
改
正
す
る
も
の
） 

議
案
第
11
号

▽
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
に

つ
い
て

（
懲
役
及
び
禁
錮
を
拘
禁
刑

に
改
正
す
る
も
の
） 

議
案
第
12
号

▽
城
里
町
長
職
務
執
行
者
の
給

与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例

を
廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
職
務
執
行
者
の
任
期
が
終

了
し
て
い
る
た
め
町
条
例
を

廃
止
す
る
も
の
）
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第１回定例会で決まったこと

議
案
第
13
号

▽
茨
城
消
防
救
急
無
線
・
指

令
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
を

組
織
す
る
構
成
団
体
の
数
の

増
加
及
び
茨
城
消
防
救
急
無

線
・
指
令
セ
ン
タ
ー
運
営
協

議
会
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

（
協
議
会
に
日
立
市
び
稲
敷

地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
が
加
入
す
る
こ
と
に
よ

り
、
茨
城
消
防
救
急
無
線
・

指
令
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

規
約
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
に

つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
）

議
案
第
14
号

▽
町
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

町
道
３
１
４
１
号
線

（
小
坂
地
内
）

議
案
第
15
号

▽
令
和
６
年
度
城
里
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
８
号
）
に

つ
い
て

減
額
補
正
額

３
億
６
，
７
３
６
万
２
千
円

主
な
事
業

・
地
域
防
災
緊
急
整
備
事
業

（
避
難
所
用
キ
ッ
チ
ン
ト
レ

ー
ラ
ー
・
簡
易
ベ
ッ
ド
導
入
）

・
国
庫
補
助
金
（
出
産
・
子
育

て
応
援
交
付
金
）
返
還

予
算
総
額

１
１
４
億
２
，
５
３
０
万
円

議
案
第
16
号

▽
令
和
６
年
度
城
里
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）に
つ
い
て

（
事
業
勘
定
）

減
額
補
正
額

１
億
１
，
７
９
０
万
円

主
な
事
業

・
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付

予
算
総
額

２
０
億
３
２
０
万
１
千
円

（
施
設
勘
定
）

減
額
補
正
額

４
０
２
万
１
千
円

主
な
事
業

・
保
健
医
療

予
算
総
額

２
億
３
，
６
９
１
万
円
１
千
円

議
案
第
17
号

▽
令
和
６
年
度
城
里
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
３
号
）に
つ
い
て

減
額
補
正
額

１
，
２
８
６
万
９
千
円

主
な
事
業

・
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

納
付
金

予
算
総
額

２
億
９
，
５
０
９
万
３
千
円

議
案
第
18
号

▽
令
和
６
年
度
城
里
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）に
つ
い
て

（
保
険
事
業
勘
定
）

減
額
補
正
額

９
，
４
８
２
万
３
千
円

主
な
事
業

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
給
付

・
介
護
給
付
費
準
備
基
金
積
立

・
国
県
等
介
護
給
付
費
負
担
金

返
還

予
算
総
額

２
５
億
５
，
７
４
１
万
９
千
円

規
約
の
変
更

町
道
路
線
の
変
更

可
　
決

可
　
決

補
正
予
算

可
　
決

否
　
決

　

今
回
の
問
題
は
、
沢
山
歯

科
診
療
所
医
師
退
職
に
伴

い
、
医
師
募
集
に
つ
い
て
町

長
の
独
走
に
よ
り
、
職
員
を

巻
き
込
み
、
多
大
な
労
力
を

与
え
、
議
会
無
視
、
町
民
に

対
し
損
害
を
与
え
た
予
算
の

計
上
で
あ
る
。

　

新
た
な
医
師
住
宅
を
水
戸

駅
前
の
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
と

し
、敷
金
礼
金
１
０
０
万
円
、

家
賃
２
０
０
万
円
は
、
前
代

未
聞
。こ
れ
を
実
行
す
れ
ば
、

一
般
職
員
か
ら
の
要
望
が
あ

れ
ば
否
定
で
き
な
い
。
全
く

お
粗
末
。

　

ま
た
、
今
回
の
募
集
は
、

２
月
に
決
定
す
る
と
い
う
自

分
の
町
が
満
足
す
れ
ば
い

い
、
他
の
市
町
村
へ
の
迷
惑

は
ど
う
で
も
い
い
の
か
、
こ

れ
に
尽
き
る
。

反
　
対
　
討
　
論

関　
　

誠
一
郎　

議
員

可
　
決
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（
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
）

追
加
補
正
額

１
８
０
万
円

主
な
事
業

・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

予
算
総
額

９
６
０
万
２
千
円

議
案
第
19
号

▽
令
和
６
年
度
城
里
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

に
つ
い
て

（
収
益
的
収
入
及
び
支
出
）

減
額
補
正
額

２
８
０
万
円

主
な
事
業

・
水
道
事
業
（
配
水
管
布
設
工

事
・
人
件
費
）

収
入
支
出
予
定
額

６
億
９
１
３
万
３
千
円

（
資
本
的
支
出
）

減
額
補
正
額

２
，
５
３
０
万
円

主
な
事
業

・
建
設
改
良
（
配
水
管
布
設
工

事
）

支
出
予
定
額

５
億
６
，
１
８
３
万
２
千
円

議
案
第
20
号

▽
令
和
６
年
度
城
里
町
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）に
つ
い
て

（
収
益
的
収
入
及
び
支
出
）

減
額
補
正
額

１
，
０
０
０
万
円

主
な
事
業

・
下
水
道
事
業
（
処
理
場
費
・

公
共
下
水
道
事
業
計
画
変
更

業
務
委
託
料
）

収
入
支
出
予
定
額

１
０
億
２
，
９
１
４
万
円

（
資
本
的
収
入
）

減
額
補
正
額

８
，
９
１
８
万
２
千
円

主
な
事
業

・
企
業
債
・
補
助
金
・
出
資
金

の
減
額

収
入
予
定
額

４
億
９
，
８
８
２
万
６
千
円

（
資
本
的
支
出
）

減
額
補
正
額

８
，
４
２
０
万
６
千
円

主
な
事
業

・
管
渠
埋
設
工
事
等

支
出
予
定
額

７
億
９
，
４
５
１
万
９
千
円

議
案
第
21
号

▽
令
和
７
年
度
城
里
町
一
般
会

計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
22
号

▽
令
和
７
年
度
城
里
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

（
施
設
勘
定
）

会
期
中
、
議
案
の
訂
正
請
求
書

が
提
出
さ
れ
、
医
師
の
住
宅

家
賃
２
０
０
万
円
を
削
除
し
、

正
規
の
住
宅
手
当
を
支
給
す

る
こ
と
に
訂
正
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
23
号

▽
令
和
７
年
度
城
里
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て

議
案
第
24
号

▽
令
和
７
年
度
城
里
町
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
25
号

▽
令
和
７
年
度
城
里
町
水
道
事

業
会
計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
26
号

▽
令
和
７
年
度
城
里
町
下
水
道

事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

当
初
予
算

可
　
決

可決された各会計の予算
会　　計　　名 予算額 前年度対比

一　般　会　計 132億8900万円 22.6％増

（特別会計等）

国民保険特別会計（事業勘定） 20億7,033万9千円 2.2％減

国民健康保険特別会計（施設勘定） 2億3,421万円 3.8％増

後期高齢者医療特別会計 3億482万5千円 0.6％減

介護保険特別会計（保険事業勘定） 24億9,310万1千円 1.5％減

介護保険特別会計（介護サービス事業勘定） 659万3千円 16.7％増

水道事業会計 11億2,396万6千円 3.8％減

下水道事業会計 17億8,977万円 6.7％減

当初予算総額213億1,180万4千円

第１回定例会で決まったこと
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議
案
第
27
号

▽
城
里
町
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

次
の
方
の
任
命
に
同
意
し
ま

し
た
。

長
山　
　

透
氏（
上
阿
野
沢
）

任　

期
令
和
７
年
３
月
26
日
か
ら

４
年
間

議
案
第
28
号

▽
城
里
町
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

次
の
方
の
任
命
に
同
意
し
ま

し
た
。

田
口　

優
子
氏
（
高
根
台
）

任　

期
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
８
年
４
月
22
日

選
挙
第
１
号

▽
城
里
町
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
及
び
補
充
員
の
選
挙
に
つ

い
て

任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
方

が
当
選
し
ま
し
た
。

委　

員
園
部　

良
治
氏
（
上
入
野
）

金
長　

典
子
氏
（
石　

塚
）

小
林　

達
也
氏
（
阿
波
山
）

阿
久
津　

浩
氏
（
塩　

子
）

補
充
員

山
崎　

秀
樹
氏
（
上
青
山
）

大
貫　

忠
男
氏
（
上
入
野
）

宮
田　

恵
子
氏
（
小　

坂
）

阿
久
津
忠
昭
氏
（
小　

勝
）

任　

期
令
和
７
年
３
月
25
日
か
ら

４
年
間

選
挙
第
２
号

▽
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
議
会
議
員
の
選
挙
に

つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
議

員
が
当
選
し
ま
し
た
。

当
選
人

猿
田　

正
純　

議
員

任　

期　
令
和
７
年
３
月
20
日
か
ら

２
年
間

請
願
第
１
号

▽
脳
脊
髄
液
減
少
（
漏
出
）
症

医
療
改
善
を
求
め
る
意
見
書

を
国
及
び
茨
城
県
に
提
出
す

る
こ
と
を
求
め
る
請
願
書

発
議
第
１
号

▽
城
里
町
議
会
の
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
関
係
法
律
の
改
正
に
伴
い
、

引
用
条
文
等
の
改
正
が
必
要
と

な
っ
た
た
め
改
正
す
る
も
の
）

発
議
第
２
号

▽
城
里
町
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

（
城
里
町
職
員
の
旅
費
に
関
す

る
条
例
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
議
会
議
員
に
関
す

る
条
例
の
改
正
を
す
る
も
の
）

発
議
第
３
号

▽
脳
脊
髄
液
減
少
（
漏
出
）
症

医
療
改
善
に
関
す
る
意
見
書

内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働

大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
衆

議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

茨
城
県
知
事
、
茨
城
県
保
健

医
療
部
長
へ
意
見
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

発
議
第
４
号

▽
城
里
町
政
治
倫
理
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て（
工
事
等
の
契
約
に
関
す
る

遵
守
事
項
に
つ
い
て
、
契
約

金
額
の
緩
和
及
び
２
親
等
以

内
の
親
族
が
茨
城
県
内
に
企

業
を
起
こ
し
て
い
る
場
合
は

報
告
す
る
よ
う
に
す
る
も

の
。
ま
た
、
税
等
納
付
状
況

証
明
書
の
提
出
に
つ
い
て

は
、
提
出
さ
れ
た
税
等
納
付

状
況
証
明
書
を
議
長
が
確
認

す
る
こ
と
に
す
る
も
の
）

人
　
事

同
　
意

選
　
挙

第１回定例会で決まったこと

　

開
発
公
社
へ
の
偏
重
が
み

ら
れ
る
。
指
定
管
理
料
だ
け

が
５
年
間
計
上
し
て
お
り
、

七
会
の
町
民
セ
ン
タ
ー
で
は

Ｒ
６
年
度
ま
で
１
，
７
８
４ 

万
円
だ
っ
た
が
、
Ｒ
７
年
度

に
２
，
２
３
０
万
円
に
増
額

し
、
Ｒ
３
年
度
～
Ｒ
７
年
度

ま
で
１
億
１
，
１
５
０
万

円
。
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
は

４
，
２
０
０
万
円
、
ホ
ロ
ル

の
湯
は
２
億
９
，
０
０
０
万

円
の
指
定
管
理
料
、
合
わ
せ

て
４
億
４
，
３
０
０
万
円
が

開
発
公
社
に
支
払
わ
れ
る
。

　

一
方
で
ワ
ク
チ
ン
の
補

助
、
補
聴
器
の
拡
充
に
は
検

討
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と

い
う
。
町
長
の
言
う
「
住
民

の
福
祉
の
向
上
に
全
力
で
傾

注
」に
は
全
く
逆
の
町
政
だ
。

藤
咲　

芙
美
子　

議
員

第
21
号
議
案
に
対
す
る

反 

対 

討 

論

発
　
議

可
　
決

請
　
願

採
　
択
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城里町議会改革特別委員会調査報告書

第１回定例会で決まったこと

城里町議会改革特別委員会委員長　加藤木　直　　　　　副委員長　片岡　藏之
委　　員　小圷　　孝　　　委　　員　鯉渕　秀雄　　　委　　員　阿久津則男
　　〃　　　関　誠一郎　　　　　〃　　　藤咲芙美子　　　　　〃　　　猿田　正純
　　〃　　　桜井　和子　　　　　〃　　　飯村　　栄　　　　　〃　　　綿引　静男
　　〃　　　金長　秀範　　　　　〃　　　高橋　裕子

１　調査事件　
城里町議会議員報酬及び政治倫理条例に関する調査・検討

２　調査の経過　
委員会設置日　　令和６年６月11日（火）
調査期間　　　　令和６年９月10日（火）～令和７年１月17日（金）　

３　調査結果　
①　議員の報酬については、現状維持とすること。

ただし、報酬の額については今後も引き続き検討していくこと。
②　政治倫理条例については、条例及び規則の一部を緩和すること。
③　令和７年３月の第１回定例会にて、報告及び必要な条例改正を行うこと。
４　まとめ　

　城里町議会議員の報酬について、町の財政状況、近隣町村の状況、町村議会議員を取り巻く全国
的な状況、議員のなり手不足、様々な事を考慮し、調査検討し協議を重ねました。
　協議の中においては、物価上昇のタイミングであること、次の世代の議員のためにも上げる、定
数も減っているので上げるべき、20年間報酬が上がってない。また、上げる際は、自分たちで決
めるのではなく報酬審議会等の第三者に決定してもらいたい等の増額する意見が出ました。
　そして、現状でも決して低いと思えない、議員だけ報酬を増やすべきではないとの現状維持の意
見が上がりました。
　さらに、増額の反対意見が出ている以上、全会一致でないと増額は難しいのではとの意見もあり
ました。
　協議の結果、議員報酬については変更せず、現状維持とすることが決定しました。ただし、今後
も報酬額について検討していくこととしました。
　次に、政治倫理条例についても調査検討いたしました。
　まず、政治倫理条例について一部改正するかまた、撤廃するかについて協議がなされました。
　議員のモラルの問題であり、撤廃しても問題ないのではないかとの廃止の意見や廃止するのは怖
い、先輩議員が苦労して作った条例を撤廃し、再度作るとなったときは大変だ。ある程度のしばり
は必要。一部改正し、緩和があってしかるべきとの意見が出ました。
　協議の結果、政治倫理条例及び施行規則について、次の内容を緩和することに決定いたしました。

⑴　工事等の契約に関する遵守事項について、契約金額の緩和及び２親等以内の親族が茨城県内
に企業を起こしている場合は報告するようにする

⑵　税等納付状況証明書の提出については、提出された税等納付状況証明書を議長が確認するこ
とにする

⑶　町長等及び議員、若しくはその配偶者、２親等以内の親族が役員をしている企業、町長等及
び議員が実質的に経営に携わっている企業について出資額及び報酬額を緩和する

　また、令和７年３月の第１回定例会において、必要な条例改正等を行うことも決定しました。
　以上、城里町議会改革特別委員会の報告といたします。
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第１回定例会で決まったこと

議
案
第
１
号

▽
城
里
町
名
誉
町
民
の
称
号
を

贈
る
こ
と
に
つ
き
同
意
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

大
畠　

章
宏
氏
（
石　

塚
）

議
案
第
２
号

▽
工
事
変
更
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

契
約
の
目
的

令
和
５
年
度　

国
補
住
建
第

３
号
町
営
南
団
地
建
替
工
事

Ｄ
―
13
・
15
・
16
号
棟
外
１
棟

変
更
に
よ
る
増
額

２
３
１
万
円

契
約
の
金
額

９
，
９
９
９
万
円

契
約
の
相
手
方

水
戸
市
け
や
き
台
３
丁
目
62
番
地
１

株
式
会
社
大
貫
工
務
店

第
１
回
臨
時
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

第
１
回
臨
時
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

　

第
１
回
臨
時
会
が
１
月
17
日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

　

名
誉
町
民
の
称
号
を
贈
る
こ
と
に
つ
い
て
及
び
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
審
議
し
、
同
意
・
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

名
誉
町
民
の
称
号

契
約
の
締
結

同
　
意

可
　
決

第
２
回
臨
時
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

第
２
回
臨
時
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

　

第
２
回
臨
時
会
が
３
月
18
日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
回
定
例
会
で
否
決
さ
れ
た
補
正
予
算
に
つ
い
て
審
議

し
、
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

議
案
第
29
号

▽
令
和
６
年
度
城
里
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）に
つ
い
て

（
事
業
勘
定
）

減
額
補
正
額

１
億
１
，
７
９
０
万
円

主
な
事
業

・
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付

予
算
総
額

２
０
億
３
２
０
万
１
千
円

（
施
設
勘
定
）

減
額
補
正
額

５
０
２
万
１
千
円

主
な
事
業

・
保
健
医
療

予
算
総
額

２
億
３
，
５
９
１
万
円
１
千
円

※
波
線
部
分
が
、
P3
の
議
案
第

16
号
か
ら
変
更
さ
れ
た
箇
所

（
医
師
住
宅
賃
借
料
１
０
０

万
円
を
減
額
）

補
正
予
算

可
　
決

　

こ
の
議
案
は
、
令
和
６
年

度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
が
否
決
さ
れ
た
事

に
よ
り
再
提
出
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
指
摘
部
分
の
削
除

に
よ
り
賛
成
す
る
も
の
で
あ

る
。

　

今
回
歯
科
医
師
の
退
職
に

伴
い
医
師
募
集
の
過
程
で
根

拠
の
無
い
支
出
に
対
し
多
く

の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。　

我
々
議
会
や
行
政
機
関
は
、

法
に
則
り
仕
事
を
し
て
い

る
。

　

特
定
の
個
人
や
そ
の
時
々

で
条
例
や
規
則
に
な
い
こ
と

を
執
行
す
る
の
は
、
法
の
遵

守
か
ら
し
て
い
か
が
な
も
の

か
と
思
う
。
こ
れ
ま
で
の
経

緯
に
苦
言
を
呈
し
、
賛
成
討

論
と
す
る
。

賛
　
成
　
討
　
論

加
藤
木　

直　

議
員


